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はじめに
いま日本は、高度情報化社会に入り、教育界にも情報化の波が押し寄せ
られている。そんな中、文部科学省から「教育の情報化に関する手引き」
（2010年10月）が提示されるなど、学校教育における ICT（Information
and Communication Technology）活用の重要性が指摘されている。その
手引書には、現行の学習指導要領における「情報教育」や「教科指導にお
ける ICT 活用」、「校務の情報化」に関する具体的な進め方などが示され
ている()。また、これらを進めていくためには、「教員の ICT 活用指導
力の向上」や「学校における ICT 環境整備」などが重要であるとしてい
る()。以上より、授業設計における ICT 活用は、今後ますます授業づく
りの重要な視点になっていくことが予想される。
さらに最近では、文部科学省から「平成26年度学校における教育の情報
化の実態等に関する調査結果」（2015年10月）が公表された。これは、全
国の全公立学校（小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援
学校）を調査対象とし、「学校における ICT 環境の整備状況」と「教員の
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ICT 活用指導力」を調査項目としたものである。
この中の注目すべき点として、調査項目の「教員の ICT 活用指導力」
の中の「B：授業中に ICTを活用して指導する能力」の回答結果が挙げら
れる。この項目に対して、「わりにできる」若しくは「ややできる」と回
答した教員が全体の71.4％()という結果となり、年前に実施した同調
査回答である58.5％()と比べると、授業づくりにおいて、ICT 活用が
徐々に行われてきていることがうかがえる。このような学校現場での実態
を踏まえるならば、教職課程を設置する大学においても、教師を目指す上
で必要な資質能力の育成として、この ICT 活用指導力は重要となる。特
に、教育実習の事前指導において、この ICT を活用した授業設計の指導
は、きわめて重要な課題となる。なぜなら、今後の教育実習の教科指導等
において、ICT を活用する場面が増えていくことが予想されるからであ
る。
そこで本研究は、教育実習における教科指導を想定し、ICT 活用を図
った授業設計の在り方について追究するものである。この ICT 活用にお
いては、いろいろな ICT 機器の組み合わせによる活用が想定されるが、
今回の研究では、PC とプロジェクター、スクリーンを用いて、プレゼン
テーション・ソフトのパワーポイント（Microsoft PowerPoint）を活用し
た授業設計について追究することにした。このパワーポイントは、専門的
な知識がなくても手軽に活用できるソフトであるため、教員のほか、学生
にとっても利用率の高いソフトである。具体的な研究方法としては、パワ
ーポイントを活用した授業実践等の先行研究を分析し、その活用における
有効性と課題を明らかにしながら、教育実習の教科指導でパワーポイント
を活用することを想定した教育実習の事前指導の内容と方法について、実
際にパワーポイントを活用した本学の教育実習生の授業実践も分析しなが
ら、考察することにした。
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 パワーポイントを活用した授業の先行研究
パワーポイントを活用した授業の先行研究は、大学等の授業における実
践報告が多数を占めている。具体的には、留学生等を対象とした語学教育
の授業や講義形式の授業での実践報告である。これらの中には、授業にお
けるパワーポイント活用の有効性のほか、課題について指摘しているもの
もある。これらの知見は、小・中学校、高等学校におけるパワーポイント
を活用した授業設計においても大いに参考になる。一方、小・中学校、高
等学校の実践報告は、まだ少ない()。しかしながら、今後は、小・中学
校、高等学校のパワーポイントを活用した実践報告は増えていくことが予
想される。
ここでは、大学等の授業における実践報告の中で、授業におけるパワー
ポイント活用の有効性や課題について指摘したものと、少ない小・中学校、
高等学校のパワーポイント活用の実践報告の中から、本学の教育実習の事
前指導において参考になるものを紹介する。
（）大学等の授業におけるパワーポイントを活用した授業の有効
性と課題
）パワーポイント活用の有効性
宮内俊慈は、日本語教育の授業において、絵カードを含めた他の視覚教
材提示手段と比較しながら、パワーポイントのスライドを活用することの
利点として、以下の点を指摘している。すなわち、①大きいサイズで提
示できること、②絵のサイズを比較的容易に変更できること、③文字情報
との融合が容易であること、④動画も含めることができること、⑤音声情
報との融合も可能であることの点である(	)。
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稲村すみ代も、中国での日本語教育の授業において、①文型練習に、絵
カード提示の代わりとしてパワーポイントのスライドは、絵に付け足す文
字を自由につけたりはずしたりすることができ、学生のレベルによってア
レンジが容易であること、また、順番の改変も整理も短時間で行えること、
②パワーポイント画像や動画の導入により、授業内のわずかな時間でも効
果的な日本事情紹介が実施できることなどをパワーポイントを活用した授
業の有効性として指摘している(
)。
以上の宮内と稲村の論考から、授業におけるパワーポイント活用の有効
性として、大きく「視覚性の良さ」と「操作性の良さ」の点にまとめる
ことができる。
）パワーポイント活用の課題
稲葉明子は、初級中国語授業におけるパワーポイントの活用を通して、
パワーポイントを活用することの利点として、授業展開の合理化による教
師の心理的負担の減少を指摘しているものの、課題として、十分な時間を
とって解説しているにもかかわらず、ノートやプリントに書き込もうとす
る学生が出ないことを指摘している()。この点について稲葉は、「教師が
書かないから学生も書かない」というのが実際ではないかと、他大学での
初級中国語授業を完全な板書式授業展開で行った上で考察している()。
松浦梓も、日本語初級授業におけるパワーポイントを活用することの利
点として、①板書の時間が省け、授業時間を有効に使うことができること、
②アニメーション機能を用いれば、情報を順次表示することができ、学生
の反応に合わせて例文などが提示できること、③学習者間のインタラクシ
ョンを促す教室活動でも、スクリーンに指示を提示しながらやり方を説明
できることなどを挙げている(10)。同時に課題として、教師の板書する頻
度が低くなったためか、ノートも取らずに画面を眺めているだけの学生も
見られること、また、アニメーションやスライドの見た目に凝りすぎると、
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学習者にとっては教材ではなく、完成したスライドショー的なものになり、
それを見た学生は、授業に積極的に参加しなくても何となく分かったよう
な気分となって、ノートも取らずにただうなずくだけになってしまうこと
も指摘している(11)。さらに松浦は、これらの課題については、学生が授
業中ノートを取らなかったのは、学生の書くスピードには個人差があり、
ノートを取りたくても取れなかった、あるいは、早(ママ)すぎてノートを取
るのをあきらめたケースも含まれていたことが考えられると分析してい
る(12)。
以上の稲葉と松浦の論考から、パワーポイント活用による教師自身の板
書の機会が減少したこと、パワーポイント活用による授業のスピードが学
生にとって速く感じられていることなどから、学生が「書く行為」をしな
くなった点をパワーポイント活用の課題として明らかにしている。
丹羽民和・丹羽和子は、血液検査学の授業で、従来法の「コンベンショ
ナル型」の授業、完全デジタル化した「パワーポイント型」の授業、従来
法とパワーポイントを共に使用した「ハイブリッド型」の授業のつの授
業形態による比較調査を行った。その結果、つの授業形態の違いによる
学生の学習習熟度には、有意差は認められなかったものの、学生の評価で
は、「コンベンショナル型」の授業の満足度がもっとも高く、次いで「ハ
イブリッド型」の授業となり、「パワーポイント型」の授業は、学生から
は支持されなかったことを報告している(13)。その理由として、「パワーポ
イントのスピードが速かった」、「パワーポイントの内容説明はどこまでノ
ートに記入するかがわからなかった」、「パワーポイントは眠くなる」(14)
などが、学生の授業評価アンケートから出されたとしている。
さらに、丹羽らは、「パワーポイント型」の授業は、「コンベンショナル
型」の授業と「ハイブリッド型」の授業に比べ、より強く成績上位者と成
績下位者を固定化し、学生成績の二極化を拡大することも合わせて指摘し
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ている(15)。
大塚眞理子は、丹羽らの報告と関連し、小学校教員養成科目の「初等教
育教科専門家庭」の授業において、「板書による授業形態」と「パワーポ
イントを使った授業形態」による比較調査を行った。その結果、多くの学
生は、「板書による授業形態」の方を好ましいと考えている点を指摘して
いる(16)。理由として、「パワーポイントを使った授業形態」は、初めから
「進度が速い」、「学習内容が多い」という印象を学生がもっており、実際
に授業を受けた後、さらに「進度が速い」、「学習内容が多い」という感想
を強めたことが確認されたとしている(17)。この「速度が速い」と学生が
感じることについて、大塚は、板書の授業では、“文字が教師によってそ
の場で書かれる”、“書かれたものが次の場面に残っている”が、パワーポ
イントの授業では、「画面の切り替えについていけない（書いている途中
で画面が替わる）」という意見が学生から多く聞かれたことから、学生は
自分のペースで書けなく、進度が速いと感じるのではないかと分析してい
る(18)。同様にして、「学習内容が多い」と学生が感じることについては、
板書の時間が省かれ、その分詳しい説明に当てられることで、いっそう学
生は、「学習内容が多い」と感じているのではないかと考察している(19)。
また、大塚は、板書群とパワーポイント群の定期試験の正答数において
有意差はなかったが、パワーポイント群は、高得点層と低得点層とに分か
れ、丹羽らの報告との共通性を指摘している(20)。このことについて、大
塚は、ノートを自分でまとめる力のある学習者（高得点層）の場合は、パ
ワーポイントによる授業では理解を深め、学習効果を高められるが、自分
で書き取る力がない学習者（低得点層）の場合は、パワーポイントの効果
は期待できず、「書き写す」ことのできる板書の方が少しは学習効果を期
待することができるのではないかと分析している(21)。
以上の丹羽らと大塚の論考から、学生は、パワーポイント型の授業より
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は、従来型の授業や板書型の授業を支持していることが明らかっとなった。
その主な理由として、学生がパワーポイント型の授業を「進め方が速い」、
「学習内容が多い」などと感じていることが挙げられる。さらに、興味深
い点として、パワーポイント型の授業は、成績上位者と成績下位者を二極
化する傾向があることも明らかとなった。
（）小・中学校、高等学校の授業でパワーポイントを活用する上
での留意点及び工夫点
大学等の授業におけるパワーポイントを活用した授業の有効性と課題を
まとめると、有効性として、まず、学習者側の視点である「視覚性の良
さ」を挙げることができる。小・中学校、高等学校においても、絵や図や
表などの教材をスクリーンに大きく提示することで、児童生徒の注意や興
味を喚起させることができる。次に、授業者側の視点である「操作性の良
さ」を挙げることができる。ただし、この「操作性の良さ」などの授業者
側の視点ばかりを優先させると、そのことが、学習者にとってはマイナス
になることも忘れてはならない(22)。その例が、学習者の授業に対する意
識やノートの取り方に関する課題である。パワーポイントを活用すること
によって授業者の板書の手間が減少するが、その分、学習者に授業進度が
速く、学習内容が多くなったと感じさせたり、学習者のノートに書くこと
の意欲を低下させたりしている。このことにより、学生の多くは、従来型
の授業や板書型の授業を支持していた。
この課題の解決策として、宮内は、板書や絵カードなどの他のビジュア
ル提示の手段とのコンビネーションを考慮すること(23)を、稲葉は、「書
く」ための指導を工夫すること(24)を、松浦は、パワーポイントはよりよ
い授業のための「補助ツール」として、現在行っている授業にバランス良
く取り入れ、常に学習者の視点を忘れず、黒板や絵カードを使った従来の
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授業との相乗効果が得られるよう、教師側が学生の反応をしっかりと観察
し、試行錯誤を繰り返していくことも必要であること(25)を、大塚は、板
書との併用（分かりにくいところを板書で説明する）を行うこと(26)をそ
れぞれ提案している。これらの解決策は、語学教育及び大学教育の立場か
らではあるが、小・中学校、高等学校の授業でパワーポイントを活用する
場合も大いに参考にすることができる。
以上より、小・中学校、高等学校の授業でパワーポイントを活用する場
合、パワーポイントを活用する場面と教師が板書してそれを児童生徒にノ
ートやプリントに書かせるなどの場面の両方が必要となってこよう。この
とき、ノート等の取り方については、しっかりと指導していくことが重要
である。このことが、成績上位者と成績下位者を二極化させないことにも
つながっていく。
次に、小・中学校、高等学校での先行研究の中で、本学での教育実習の
事前指導において参考になるものをつ紹介する。
和田幸雄は、理科総合 B の地学分野の授業で、パワーポイントを活用
した実践について報告している。そこでは、演示実験や実習に加え、パワ
ーポイントを用いて、大陸移動などの動きのある内容を動きのある図を提
示しながら説明を行った(27)。生徒の授業後の主な感想として、「ウェゲナ
ーの大陸移動の原因に疑問を持ったが、次のプレートテクトニクスの説明
で納得した」、「南アメリカ・アフリカ大陸が移動する動画が面白かった」、
「図・動画で説明してくれるので分かりやすかった」(28)など、パワーポ
イントで提示した図や動画に関して好意的な感想が出された。この授業実
践もパワーポイントを活用した授業の有効性である「視覚性の良さ」が示
されている。
しかしながら、パワーポイントによるスライドで説明する授業は、導入
当初、板書が少ない上に説明に合わせてスライドの画面が変化するので、
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ノートをとるのが難しく、分かりづらいと感じていた生徒もいたこと、そ
の生徒の中には、パワーポイントによるスライドで説明する授業のやり方
が合わないとした生徒も存在していたことも併せて報告されている(29)。
大河原清・苅間澤勇人は、小・中学校、高等学校の限られた授業時間の
中で、学んだ重要事項そのものの定着を図るためのパワーポイント型プロ
グラム学習教材の作成とその利用について提案している(30)。具体的には、
授業で教師が説明する重要事項に限定して、そのプログラム学習教材をパ
ワーポイントで作成し、授業のまとめの〜10分程度の時間で活用しなが
ら、学習する教科内容の中心概念を文（命題）として表現したものを覚え
てもらうタイプのものである(31)。
さらに、大河内・苅間澤は、「教職経験者10年研修」で現職教員を対象
に実施したパワーポイント型プログラム学習教材の作成についての実践報
告も行っている。そこでは、参加した現職教員の感想をもとに、このパワ
ーポイント型プログラム学習教材の作成の実践について、以下の通りに要
約している。すなわち、①パワーポイント型プログラム学習教材は、従来
の提示のためのパワーポイントの使い方ではなく、知識を覚えるための学
習教材であることを示していること、②教師の従来のパワーポイント利用
を拡張して新たな活用方法を示し、新しく学習者に知識の定着をはかるた
めに教材作成が可能であることを示していること、③パワーポイント型プ
ログラム学習教材は、プログラム学習の原理である小ステップの原理、即
時確認、見る・読む・聞く・話す・書くといった積極的反応の原理、反復
の原理を使うことを示していること、④学習者に苦痛を伴うことなく、知
識の定着を容易にする利用のあることを示していること、⑤利用にあたっ
ては、短時間での講義のまとめや復習に向いていることを示していること、
⑥作成は大変でも、一度作成すればのちのち何度でも改善して利用可能で
あることを示していることである(32)。
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これらの要約は、パワーポイント型のプログラム学習教材は、現職教員
にも手ごたえがあることを示すものであり、本学の教育実習の事前指導に
おいても大いに参考になる。特に、③で示されたように、単に見たり、聞
いたりするだけでなく、「読んだり、話したり、書いたりする活動」を組
み込みながら、学習者の積極的な参加も促している。こうすることで、大
学等の授業におけるパワーポイントを活用した授業の課題として指摘され
たノートに「書く行為」も学習者に保証することができる。このことは、
和田が報告したようなパワーポイントによるスライドで説明する授業が合
わないとしている児童生徒への手だてにもなり得る。
以上のことから、小・中学校、高等学校の授業でパワーポイントをより
有効に活用する場合、「書く行為」なども児童生徒に保証することが重要
となる。
 教育実習の教科指導におけるパワーポイント活用の具体
的事例（中学校社会科）
先述した先行研究の知見を踏まえながら、筆者は本学の教職科目「教育
実習研修（中学校・高等学校）」（年生対象）の授業で、教育実習の事前
指導の一つとしてパワーポイントを活用した授業設計の指導を行っている。
しかし、過去年間（平成24度〜平成26年度）、実際に教育実習の教科指
導の中学校社会科、高等学校公民科で、パワーポイントを活用して授業を
行った教育実習生はゼロであった。このことから、中学校社会科、高等学
校公民科では、板書型の授業を中心に進められていると推察することがで
きる。実際に、教育実習校の中には、教育実習生に学習指導案に板書計画
を挿入することを求める学校が多い点も板書型の授業を重視していること
を示している。
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そんな中、平成27年度の本学の教育実習では、名の教育実習生が、教
科指導でパワーポイントを活用した授業を行った。内訳は、中学校名、
高等学校名である。この名の中から、中学校へ行った教育実習生（A
学生（男）：本学法学部法学科当時年生）の社会科の授業実践について
紹介する。
この実践は、パワポーイントの活用の有効性である「視覚性の良さ」を
生かしたものである。また、パワーポイントを活用する場面と生徒にワー
クシートに自分の考えを書かせる場面、板書を書き写させる場面を織り交
ぜながら工夫した授業展開を行い、生徒に「書く行為」も保証している。
さらに、授業の中の重要発問をパワーポイントのスライドで提示している
点も「新たな活用方法」として特徴的である。
（）学習指導案
ここでは、A 学生が教育実習後に提出した「学習指導案」を紹介す
る(33)。この授業実践は、平成27年10月29日に行われた。実践学級は、公
立B中学校年生（34名）である。
）単元名
単元名は、「近畿地方─歴史の中で形作られてきた人々の暮らし─」
（『新しい社会 地理』東京書籍）である。
）教材観
① 単元観（略）
② 生徒観（略）
③ 指導観（抜粋）
本時では、社会科への興味が薄い生徒も興味がもてるように、コンビニ
エンスストアの色や形などをデザインする取り組みをする。導入の工夫と
して、パワーポイントによる資料提示をして、より具体的な古都のイメー
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ジを生徒に印象づけながら、京都市の街並みを保護する取り組みの重要性
について考えさせる。また、生徒に多くの発問をし、発表させることによ
り、より明確に自分の意見がもてるように支援していく。
）単元指導計画
① 指導計画（抜粋）
・ 近畿地方の生活の舞台（時間）
・ 近畿地方の人々の営み（時間）
・ 古都の成り立ちと現在（時間：本時）
・ 都市と郊外の成り立ち（時間）
・ 現代に開発されたニュータウンと本単元のまとめ（時間）
② 単元評価計画（略）
）本時案
① 本時の目標
・ 歴史的景観が保存される背景を観光と関連付けて考え、表現するこ
とができる。【思考・判断・表現】
② 使用する教材
・ パワーポイントの画像スライドとワークシートを使用する。
③ 展開
展開は、表の通りである。
）資料
① パワーポイントのスライド
・ 展開の中のパワーポイント資料①は、スライドを	枚用いた。それ
ぞれ、「金閣の画像」、「銀閣の画像」、「清水寺の画像」、「京都の街並
み画像」である（実際の画像は略）。
・ 展開の中のパワーポイント資料②は、スライドを枚用いた。よく
街角で生徒が目にする「コンビニエンスストアの画像」である（実際
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・スクリーンを見る。
発問①「この店舗は、京都市内の街並みに合うでしょうか？」
・コンビニエンスス
トアの画像を見て、
京都市内の街並みに
合うかどうか考えワ
ークシートに記入す
る。
・発表する。
発問②「どのような店舗なら京都市内の街並みに合うのでしょう？
デザインしてみましょう。」
・発問を受けて、デ
ザインをワークシー
ト内に描き、色を塗
る。
・発表する。
発問③「人が自由に建物を建てるとどうなるでしょう？」
・発問を受けて考え
る。
発問④「なぜ、街並みが失われてはいけないのでしょう？」
・発問を受けて考え
る。
・発問を受け、ワー
クシートに記入する。
・発表する。
・コンビニエンスス
トアの写真を見せる。
・一般的なコンビニ
エンスストアの写真
を見せ、京都市内の
街並みに合うかを考
えさせる。
・発表させる。
・机間巡視をする。
・良いデザインを数
名発表させる。
・発表させる
・パワーポイント資
料②（コンビニエン
スストアの画像）
・指示：ワークシー
ト番に書かせる。
・期待する答え（合
わない、和風じゃな
い）
・指示：ワークシー
ト番に書かせる。
・期待する答え（京
都のイメージに合わ
せた色、木目調、暗
めの色、和風なも
の）
・期待する答え（景
観が損なわれる、景
観が壊れえる）
・期待する答え（街
並みが観光の中心で
あるから）
・指示：ワークシー
ト番に書かせる。
・前時の内容を確認
する。
・スクリーンに注目
し、画像を見る。
・写真から抱いたイ
メージを発表する。
・前時の内容の確認。
・京都市内の写真を
見せる。
・写真から抱いたイ
メージを発表させる。
・パワーポイント資
料①（金閣、銀閣、
清水寺、京都の街並
み）
・期待する答え（和
風、木造建築、昔っ
ぽい）
学習内容時間 指導内容 観点別評価 指導上の留意点
導入
分
展開
40分
表、展開
の画像は略）。
・ 展開の中のパワーポイント資料③は、スライドを枚用いた。それ
ぞれ、「京都市内のコンビニエンスストアの画像（京都の景観に合っ
たつくりのもの）」、「京都市内観光客数（外国人観光客がここ数年急
激に増加していることを表しているもの）のグラフ」である（実際の
画像、グラフは略）。
・ 展開の中のパワーポイント資料④は、スライドを枚用いた。それ
ぞれ、「平等院の画像」、「龍安寺の庭園の画像」、「本願寺の画像」で
ある（実際の画像は略）。
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発問⑤「京都の街並みを保護しないと、どうなってしまうでしょう？」
・発問を受けて、自
分の考えをワークシ
ートに記入する。
・発表をする。
・説明を聞き、京都
市の取り組みについ
て理解する。
・説明を聞き、世界
遺産登録された建造
物について理解する。
・ワークシートに記
入する。
・発表させる。
・実際に京都市が景
観を守るためにして
いる取り組みを紹介
する。「京都市新景
観条例」
・京都市の取り組み
の結果、世界遺産に
登録されたことにつ
いて説明する。
・板書する。
・指示：ワークシー
ト番に書かせる。
・期待する答え（京
都の観光の売り「和
の景観」がなくなっ
てしまう）
・パワーポイント資
料③（京都市内のコ
ンビニエンスストア
の画像、京都市内観
光客数のグラフ）
・パワーポイント資
料④（世界遺産の建
造物の例）
・指示：ワークシー
ト内のノート用スペ
ースに板書事項を記
入させる。
・指示：ワークシー
トの感想欄に記入さ
せる。
・歴史的景
観が保存さ
れる背景を
観光と関連
付けて考え、
表現してい
るか、ワー
クシートか
ら評価する。
・ワークシートに記
入させる。
・ワークシートに感
想を記入し、提出す
る。
終末
分
・ その他、展開の中の発問①〜発問⑤は、図から図の通りである。
② 板書計画
板書計画は、図	の通りである。
③ ワークシート
授業で使用したワークシートは、図
で示した通りである。
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図、発問①
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図、発問② 図、発問③
図、発問④ 図、発問⑤
 古都の成り立ちと現在
京都の街並み…古都としての街並みである。〔例 木造建築 道の狭さ〕
観光資源となっている。
京都の奈良の文化財の多くは世界遺産に登録
保護しないと、景観が破壊される。
↓
1992年 世界遺産条約
2007年 京都市新景観条例
図、板書計画
（）実践授業のリフレクション
最初に、A学生の授業のリフレクションについて述べる。A学生は、
自身のパワーポイントを活用した授業を振り返り、次の点をパワーポイ
ント活用の有効性として指摘した。すなわち、①パワーポイントを活用し
たことで、生徒が集中して授業に取り組めたこと、②パワーポイントのス
ライドで発問を提示するとき、生徒の思考を促すための発問として、スラ
イドの文字の大きさが小さくならないように字数ができだけ少なくなるよ
うに何度も言葉を精選したことにより、教材研究が深まったこと(34)、③
パワーポイントのスライドを見ながら授業展開ができ、話の流れをしっか
りとつかんだ状態で授業が行えたことの点である。また、反省点として、
A学生は、効果的な資料の見せ方ができなかった点を挙げ、どのように
資料を提示すれば効果的なのか、まさに、パワーポイント活用の授業は、
教師の技量が試されるということも指摘している。
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図、ワークシート
次に、実習指導教員（C教諭）のリフレクションについて述べる。C教
諭は、A学生の授業評価として、話す言葉とパワーポイントの画像が結
び付き、生徒にとってはイメージがしやすい授業となった点を成果として
挙げている。課題としては、①パワーポイントによる授業の進行が速くな
ることを意識し過ぎて、逆に展開が遅くなっていたこと、②板書がおざな
りになっていたことの点を指摘している。この C 教諭は、自身の授業
でもパワーポイントを活用しながら、生徒に自分の考えをもたせることを
求め、さらにそれを表現させる授業を展開している。A学生は、このよ
うな C 教諭に出会えたからこそ、パワーポイントを活用した授業を行う
機会を得ることができたのである。
最後に、生徒の感想について述べる。生徒の感想では、「比較がしやす
かった」（パワーポイント資料の中の京都の町並みとコンビニエンススト
アについて）、「集中できた」、「分かりやすかった」等が出され、授業全体
に対して好意的であった。しかしながら、「眠かった」、「速い」という感
想も出された。
以上の授業リフレクションより、この授業実践を通して、新たなパワー
ポイントを活用することの有効性が確認された。それは発問をパワーポイ
ントで提示するときに、提示する言葉をできるだけ精選しながら、生徒の
思考を促すことを検討していく中で、授業者自身に「教材研究の深まり」
を自覚させたことである。また、新たな課題としては、授業の展開の速さ
の捉え方についてである。A学生が捉える速さと C 教諭が捉える速さ、
生徒自身が捉える速さがそれぞれ異なっていた。A学生は、速くならな
いように気を付けながら授業を展開していた。これに対してC教諭は、A
学生の授業展開を遅く感じていた。逆に生徒の中には、「速い」と感じて
いた生徒もいたのである。
このことは、A学生が反省点で指摘した「資料の見せ方」とも関連し
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ている。パワーポイントで画像等をフラッシュカード的に提示する場合は、
スライドの切り替えを速くして、生徒の注意を喚起させていくことが必要
となる。また、生徒にパワーポイントで絵や図、グラフ等を見せながら、
学習問題を設定させていく場面等では、じっくりと時間をかけて生徒に見
せる必要がある。重要なのは、生徒にとっての「メリハリ」のある提示の
仕方である。C教諭には、「メリハリ」がなく単調な展開だったために授
業全体が遅く感じられ、逆に生徒には、時間をかけて見たい場面で、「メ
リハリ」がなく単調な展開だったために速く感じられたり、あるいは、全
体を通して単調な展開だったために眠く感じられたりしたことが推察され
る。
 今後の教育実習の事前指導に向けて
（）押さえるべき指導内容
パワーポイントを活用した授業設計に関する指導内容として、まず、パ
ワーポイント活用の有効性と課題をしっかりと押さえる必要がある。有効
性としては、学習者側の視点である「視覚性の良さ」、授業者側の視点で
ある「操作性の良さ」である。ただし、授業者側の視点ばかりを優先させ
ると、学習者にとってはマイナスになり、その例が、学習者の授業に対す
る意識やノートの取り方に関する課題である。具体的には、パワーポイン
トを活用することで、授業者の板書の手間が減少する分、学習者に授業進
度が速く、学習内容が多くなったと感じさせたり、学習者のノートに書く
意欲を低下させたりすることである。
次に、この課題を解決するための具体的方策を押さえることが必要であ
る。小・中学校、高等学校の授業でパワーポイントを活用する場合、パワ
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ーポイントを活用する場面と教師が板書してそれを児童生徒にノートやプ
リントに書かせるなどの場面の両方をバランス良く取り入れていくことが
必要となることが明確化された。
また、この具体的な授業実践例として、本学の A学生の教育実習での
授業実践を紹介した。この授業のリフレクションから、パワーポイント活
用の新たな有効性を確認することができた。それは発問をパワーポイント
で提示するとき、提示する言葉をできるだけ精選しながら、生徒の思考を
促すことを検討していく中で、授業者自身の「教材研究の深まり」を自覚
することができたことである。さらに、新たな課題として、生徒にとって
の「メリハリ」のあるパワーポイントの提示の仕方を検討していくことが
必要となった。これらの新たな有効性と課題もしっかりと指導で押さえて
いく必要がある。
以上が、中心となる指導内容である。
（）具体的な指導方法
指導内容をどのようにして学生に理解させていくかが、次のステップで
ある。本学では、先述した通り、教育実習の事前事後指導として、「教育
実習研修」という授業が設置されている。この授業の概要は、表(35)の
通りである。
表の授業計画の中の第回目と第10回目が、パワーポイントを活用し
た授業設計に関する指導の場となる。ただし、この回の授業の全てをパ
ワーポイントを活用した授業設計に関する指導にあてられるわけではない。
よって、課外授業の時間を設定しながら、実際にパワーポイントで提示す
る教材や発問を作らせたり、それらを使って、実際に模擬授業を体験させ
ながら、お互いに批評し合う経験を積ませていくことが必要となる。
このような活動を通して、学生はパワーポイント活用の有効性や課題等
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について、実感をもって理解することができる。さらに、自分なりに、パ
ワーポイントの活用に関する課題を解決するための具体的方策についても
検討することができる。このことは、A学生が指摘した、「どのように資
料を提示すれば効果的なのか、まさに、パワーポイント活用の授業は、教
師の技量が試される」という中の「教師の技量」を高めていくことへの教
育実習生としての第一歩となる。
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 授業のテーマ
・ 教諭を目指す上で求められる資質能力を高める。
 授業の到達目標
・ 教育実習を前に教育現場に向かう心構えや責任が自覚できる。
・ 教材研究や学習指導案の作成、授業展開の実際など、授業実践の基礎的な方法を
身に付ける。
・ 特別活動や道徳教育などの教科外活動の指導力を身に付ける。
・ 学習や現職教員のアドバイスに基づき、教員として求められる事項について議論
できる。
 授業計画
・ 第回：教育実習の意義と目的
・ 第回：教育実習生の心得、自己課題の設定
・ 第回：教師の仕事と求められる資質・能力
・ 第回：中学・高校生の理解、意見交換
・ 第回：学校の組織と運営
・ 第	回：現職教員からの報告・提言①教育現場の現状と実習生へのアドバイス
・ 第
回：学習指導要領の教科指導と教科外指導
・ 第回：教科書の役割や内容と教材づくり
・ 第回：教材研究と学習指導案の作成①授業づくり
・ 第10回：教材研究と学習指導案の作成②教育機器の活用
・ 第11回：研究授業の実践例、意見交換
・ 第12回：教科外指導の実践例
・ 第13回：教科外指導の実際に関する意見交換
・ 第14回：現職教員からの報告・提言②効果的な教科指導と教科外指導
・ 第15回：まとめ、教員への心構え
表、「教育実習研修」の授業の概要
おわりに
以上、本研究では、教育実習における教科指導を想定し、ICT 活用を
図った授業設計の在り方について追究した。具体的には、PC とプロジェ
クター、スクリーンを用いて、プレゼンテーション・ソフトのパワーポイ
ントを活用した授業設計について追究した。具体的な研究方法としては、
パワーポイントを活用した授業実践等の先行研究を分析し、その活用にお
ける有効性と課題を明らかにしながら、教育実習の教科指導でパワーポイ
ントを活用することを想定した教育実習の事前指導の内容と方法について、
実際にパワーポイントを活用した本学の教育実習生の授業実践も分析しな
がら考察した。
パワーポイント活用の有効性として、学習者側にとっての「視覚性の良
さ」、授業者側にとっての「操作性の良さ」、「教材研究の深まり」が明ら
かとなった。課題としては、パワーポイントを活用することにより、授業
者の板書の手間が減少する分、学習者に授業進度が速く、学習内容が多く
なったと感じさせたり、学習者のノートに書く意欲を低下させたりしてし
まうこと、生徒にとって「メリハリ」のあるパワーポイントの提示の仕方
を検討していく必要があることが明らかとなった。
これらの課題を解決するために、パワーポイントを活用する場面と教師
が板書してそれを児童生徒にノートやプリントに書かせるなどの場面の両
方をバランス良く取り入れていくことが必要であること、実際に、パワー
ポイントで提示する教材や発問を作らせたり、それらを使って、実際にパ
ワーポイントを活用した模擬授業を体験させてみることが重要であること
を指摘した。以上が、本研究の成果である。
今後の課題は、課外授業の時間の設定と運営方法、及びそれに対する学
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生のモチベーションをどのようにして高めていくかである。また、A学
生のようなパワーポイントを活用した授業実践事例を蓄積し、それらを
「教育実習研修」の授業で学生に提示したり、課外授業での模擬授業等で
追試させたりしていくことも重要となる。今後の課題として検討していき
たい。
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